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【評価点数】
５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない

【総合評価ランク】
Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
③ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
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1⑤コストは縮減しているか。 □

□

・図書館運営は、難しい時代で、莫大な図書が発行されるが、そ
れがみんなに読まれるかというと、全く違く社会現象がある。現施
設は階段等があり、不自由な面があるなか、よくやっている。

点検・評価に関するコメント

市民に役立つ図書館としてより利用の促進を図るため、資料・図書等の充実、貸出・蔵書検索等の
図書館システムの導入による効率化、情報化。図書館ボランティア活動の活性化。
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現状を維持している。

検証 現状維持
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2
目 　標
達成度

8
③目標の水準は適切か。

④計画通りに目標を達成できたか。

冊

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

①市民ニーズや社会経済情勢の現状に適しているか。

1

②事業の目的に照らして効果的な手法か。
7
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事業の実績
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)
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左記以外の21年度の実績・成果
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H22

3,139

　

124,470

　

95,002

30.26

冊

人

70,442 68,256 62,844

H21

98,754貸出冊数（本館）

登録者（本館）

96,549

蔵書数

　〃　　　 　　　　　（本館児童）

登録者１人当たり年間
貸出冊数（本館）

市民１人当たり蔵書数

事
業
コ
ス
ト

62,026

事業費(A)

うち一般財源

人件費(B)

総コスト(A)+(B)

その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕

目　　　的

事業内容

利用者ニーズの把握や課題解決に役立てる図書・資料の充実に取り組み、読書への関心や意欲を高め、生涯にわたる読書の
習慣化を目指して、読書普及事業を推進とともに、市民に親しまれ、活用される図書館として利用者サービスの向上と生涯学習
活動の拠点として市民ボランティアとの協働を図る。

実施方法 直接 委託

17,297

17,297

特　記　事　項
人件費（Ｈ21） 職員5名(内１名兼務）嘱託4
名、臨時職員3名、(H22)職員5名、嘱託4名、
臨時3名
＊H21事業費は、北門信用金庫寄付（2,500千
円）分が増額

22

14,610

47,416

14,610

43,44253,145

滝川市図書館条例、施行規則、新業務提要 特定財源

補助 負担金

区　　分 20 211918

所　　属

事業番号教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価シート

主
要
事
業
の
概
要

職・氏名

社会教育課図書館
副館長  中寺静江

開始年度 S48 根拠法令等

インターネット利用者～H21（1091人）、
H20（1386人）、Ｈ19（1068人）、Ｈ18（716人）

相談業務～Ｈ21（1153件）、Ｈ20（1118件）、
Ｈ19（1272件）、Ｈ18（945件）

読書普及事業～絵本のおはなし会「小さなたまてばこ」（月１回）
いのちを伝える図書館事業～そらぷちキッズキャンプ活動紹介、絵本の紹介コーナー設置、絵本紹介冊子、絵本ダイアリーの
配布
魅力ある図書館づくり研修会、絵本作家を講師とした研修会の実施
なかそらち図書館ネットワーク推進事業～広域市町村圏内の図書館と連携した読書普及、読み聞かせ人材の育成（講習会、
おはなしカーニバルの実施）

①市民の課題解決に役立つ図書やいのちの尊さ、大切さを伝えるための図書の充実や情報を発信し、利用者サービスの向上を図っ
ている。また、周産期から本との出会うきっかけとなるよう、絵本の紹介冊子、絵本ダイアリーなどの配布や年齢に合わせた絵本のおは
なし会を実施し、生涯にわたる読書の習慣化のきっかけとなるように読書普及に取り組んでいる。
②市民に親しまれ、役立つ図書館づくりとして研修会等の実施や本との出会いの場となるよう定期的に絵本のおはなし会を実施し、本
への興味を高め、図書館利用の向上に繋がるよう取り組んでいる。また、中空知広域圏域の図書館と連携して読み聞かせボランティア
等の人材育成の講習会等を開催し、地域全体の読書普及に努めている。

③図書館をより活用してもらえるよう利用者サービスの向上と市民の課題解決に役立つ図書、資料の充実を図り、生涯にわたる読書の
習慣化となるよう取り組んでいる。
④いのちを伝える図書館事業として周産期から子育てなどの年代に合わせた図書を配架したことや新たに周産期から２歳児をもつ母
親へのおはなし会を実施し、利用者層の拡大が図られたことで児童室での貸出件数が増加し、利用の促進が図られた。
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事業名 図書館活動の充実 評価実施者




